
①社会人として高い倫理観をもち、他者と自己とのかかわりを自覚し、人間の心に対する深い理解をもって他者に寄り添うことができるもの。
②学修してきた心理学的知識・技術を有し、人間が抱える心の諸課題に対し最善の方策を講ずるべく誠意をもって努力し、地域社会へ貢献できるもの。
③人間の心と行動について生涯探求し、国際的・学術的な視点で心理学の応用と発展に寄与できるもの。

①リハビリテーション心理学における専門的知識や技術を身につけるために十分な基礎的学力（特に国語、英語、社会の学力）を有する。
②人間の心の原理や多様性に関心があり、心の働きが社会を形成し、また、社会が心に影響を与える関係性について興味・関心をもっている。
③人間の心が抱える悩みや疾病によって生じる個人や社会の課題に対して、共感と問題意識をもちながら積極的な貢献を目指す。
④自らの心のあり方にいつも意識を向けながら、人間の心の働きを多角的に考え、新たな自分の発見と変化を求めることができる。

①教養分野の導入科目・人文科学・社会科学では、社会人として必要とされる素養と倫理観を学習し、人間と社会を知るための科学的な知識・思考力の修得を図るための教育を編成・実施する。
②専門基礎分野では、心理学基礎領域をはじめ、人間の行動を心身両面から科学的に把握することを目的に他領域の知識の修得も図る編成とする。特に医学領域では、他の心理学専攻には類を見ない「解
剖学」、「生理学」等の医学系科目をも含めて教育を編成・実施する。

③専門分野では、心理学応用領域としての「心理療法(カウンセリング)」、「芸術療法」等、リハビリテーションや治療的介入としての心理学的知識・技術の習得が可能となるための教育を編成・実施す
る。「心理実習」では、公認心理師の養成カリキュラムに則った医療・福祉・教育分野等での実習体制を整えている。

④学術的に科学としての心理学を学ぶために外国語や研究法を修得し、将来、国際的に広く活躍できるための教育を編成・実施する。

４年生 『実践力・応用力を高める』
心理学の知識と技術を総括し、社会や心理臨床の各
分野で活躍できる能力を身につける。進路に合わせ
た科目選択により、心理実習、卒業研究を行う。

３年生 『専門知識を修得する』
心理学の専門的な知識・技術を学び、
就労や心理実習に備えた能力を高める。

２年生 『医療の基礎を学ぶ』
基礎医学科目が主体となり、
からだとこころのつながりを学ぶ。

１年生 『幅広い教養を修得する』
社会人としての応用力を養うために、
専門以外の科目も学習し、幅広い知識を身に
付ける。
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専門基礎分野教養分野 専門分野

基礎ゼミⅠ・Ⅱ

導入教育
少人数による大学での勉強方法
などを学習し、様々な活動を通
して学生感や教員との交流を図
る。

基礎医学・臨床医学
解剖学や生理学などの医療の基
礎知識、さらに臨床の場で遭遇
する様々な疾患についての基礎
知識を学修する。

専門分野
公認心理師養成カリキュラムと
リハビリテーション心理学科目
を学修する。

心理演習・実習
心理演習では心理職の業務を想定し
たロールプレイなどを行う。心理実
習では保健医療、福祉、教育分野な
どの機関や施設への見学実習を行う。

卒業研究、応用ゼミ
卒業後の進路に合わせて必要な知
識・技術を身に付ける。大学院進
学を希望する学生は卒業研究を通
じて論理的思考を身に付ける。

心理学統計法、
人体の構造と機能及び疾病

基礎ゼミⅢ・Ⅳ

基礎ゼミⅤ

精神疾患とその治療、
老年心理学、知覚・認知心理
学、
学習・言語心理学 など

解剖学、生理学、神経生理学、
臨床心理学概論、発達心理学
など

心理学研究法、心理学実験、
感情・人格心理学、心理的ア
セスメント、心理学的支援法、
健康・医療心理学、
教育・学校心理学など

産業・組織心理学、
リハビリテーション心理学、
食の心理学など

心理演習Ⅰ・Ⅱ
ロールプレイなど 応用ゼミ3年Ⅰ・Ⅱ

卒業 ・ 進学 ・ 就職

基礎ゼミⅥ
心理実習（80時間）
保健医療、福祉、教育、
司法・犯罪、産業・労働
の5分野での見学実習

応用ゼミ4年Ⅰ・Ⅱ
特講AⅠ・Ⅱ
特講BⅠ・Ⅱ

カリキュラム・ポリシー （教育課程の編成・実施方針）

ディプロマ・ポリシー （学位授与に関する方針）

アドミッション・ポリシー （入学者受け入れ方針）

統計学、物理学、
法律と医療、
日本語表現法、外国語、
臨床倫理学、体育学 など

大学授業の基礎
基礎知識として人文科学、自然
科学、社会科学、体育学、外国
語等をしっかり学修する。
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